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上述のような題 目でなにか専けとの世話人か らの勧命令なので,以下 まと

まらぬことを書き綴 るo 昔,といっても10年程前だが,基研で多体問題の

研究会が開かれた頃には,hard core,電子ガスといったものが話幕の中心

であった｡当時,福田-ルツ先生のグ リー ン関数の話をきいた り,Brueck-

ner理論の紹介が あったりしたのを昨日のようになつかしく思い出す｡グ リ

ーン関数やダイヤグラムで物事を考えるくせがついてしまった.のも,この研

究会が原因かもしれない｡

それか ら10年 ｡ その間,さまざまの変遷を経て,今回の研究会の主題が-

nOnlinearity と flu.C.tL.ationにまで発展したのは,時代の推移とはい

え,なにか歴史的な必然性のあ るところなのだろう｡さて,研究会の 2日目

には , 伊執 Ij氏の ferromagnetic Ferm●i liLquidについての報告,久保

先生の stochasも土cprocessの話●,川崎氏の レーザーに関す る綜合報告が

行われた｡

伊豆山氏の話はこれまでに何回かきく機会 もあったので よく理解できたよ

ラ(≒思 える｡ もっとも細かいところまではわか らなかったが,同氏が取扱わ

れた問題は相互作用のある Fp,rmi粒子系のスピン波 と critical fluct-

uationである｡まず,最初に体系の従 うべき保存則について議論 され,そ

れか ら必然的に導かれる sum ruleの重要性を強調 されたO また,適当なダ

イヤグラムについての和を と() critical flucもuationを論ぜ られた｡

私自身,少し前に Ising模型に関して同 じようなこ､とを考 えたこともあるの

で,同氏の講義は大変,興味深かった｡ただ,ダイヤグラム法を相転移の研

究に使 う場合に次のような一つの疑問かわ くO 転移点近傍の物性を考えるの

は,数学の言葉-cl.い冬ば支えら正長蘭敷め韓異性を論ずることに他ならないo

その特異性を支配す るのは級数の ri･i-での振舞いである. したがって,摂､

劫展開,高温展開 etc.で criもical poinも近傍を調べ るにはすべてのダ

イヤグラムを考慮す る必要があるのではなか ろうか｡どうも,いささか悲観
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的な観点か もしれ犯が ,それゆ えに こそ相転移の問題が多 くの人の興裸 をひ

いているので あろ う｡

久保先生の stochastid processの話 は1 物理体系の.もつ fluctuaも-

ion.に関す る含蓄深い名講義であったO例を Brown運動 ことり,問題を簡

単化す るため通常 とられ る仮定を少 し緩 め ると∴いかに尊 しい手.とく_ニなるか

につ いて触れ られたO 目下 ,講義のため ▲Brown運動や flucもuation一一

dissipation theorem の勉強を しているので,久保先生の話 された内容

は私 に とり非常に参考 になったOその他 ,久保先生は Fokker-Planck方 ■

程式,Langerin方程式の導 き方 ,豊子論な問題-の拡張等,広範囲な問題

について解説を されたが ,内容があまりに も豊富であ り過 ぎ ,全部が全部理

解で きたわけで もないのせ,この辺で先に進みたい と思 う..I

川崎氏の 1aser actionに関す る綜合報告は,̀実験 ,理論の両面にわた･.

る非常に行 き届 いた湛説であったO 掛 声 non.1･inea-ri七yが 問題の中でいか

な る重要性を もつかを浮彫 りに されたのは印象深か った｡ もっとも,私は

Iaserについてはまった くの素人なので,深い内容 を理解す るまでには到 ら

なか った｡ただ , van der Pol方程式 とよばれ る非線型振適理論､に現われ

るものが, la苧er aCtionで も大切だ, と聞か され さもあ りなんというよ

うな気が した.少 し以前に,必要にせま F}れ非線型な方程式の勉強をしたが ,

結局 うまく解け るのは上述の方程式だけ らしいのを知 った ことがあるからで

あるO閑話休乱 川崎氏は Ilase主 a｡.tionについての文献を表にして下 さ

ったので,扱会が あった ら勉強 したいと思 っている｡

以上,研究会 2日目の話 に関す る感想を述べたが ,勉強不足のため誤解し

てい る部分 もあると思 う｡その点は諸蛍 のお許 しを願いたい｡ 三つの話を通

じて宿磯な議論が行われ ,多体 系の も? fluct･uaもion と nonlinearity

についての問題点がかな りはっきりしたのは ,今回の研究会の大きな成果で

あった｡ この ような有意義な研究会を計画 された世話人に深い感謝の意を表

しなが ら等をお く｡
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